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論文の内容の要旨
　本論文ではL一構造〃の1階論理式で定義可能な部分構造Nについて調べている。述語記号だけからなる2つ
の言語rおよびL－U1列　（ただしPは五変数述語記号）において，r構造〃のPで定義される部分Nは，自
明に工一一構造となる。ここで〃の理論をτNの理論をτとする。T■はTのみに依存して決まり，〃の取り方
に依存しない。本論文では次にあげる問題意識を持ってそれぞれに対して定理を証明している。
　1．ある種の仮定のもとでTとT■はモデル理論的性質を共有するか？
　2．Tが安定でなくてもブが安定のとき，安定性理論をPの内部に局所化できるか？
　第1章は序論で，論文全体の構成および得られた結果とその歴史的背景が説明されている。
　第2章では，本論文に必要なモデル理論（特に安定性理論）に関する定義と基本的な性質が述べられている。
　第3章では主に1番目の問題意識のもとに理論が展開される。ここでの主結果は
　定理A．Tを超安定とする。また1〕に関して還元原理が成立し，なおかつTはP上極と仮定する。このとき，
　（1）TがDOPを持つこととτがDOPを持つことは同値である。また
　（2）Tの深度が深いこととrの深度が深いことは同値になる。さらに1）ク（T）＝助（τ）が成立する。
　DOPはもともとシェラーがモデルの個数を計算するための場合分けの境界線として導入した概念である。超
安定な理論ごDOPを持たなければ，ある程度の飽和性を持ったモデルは樹形状に並んだ小さなモデルの上のモ
デルとして分解表現されることが知られている。したがって定理Aはこのような分解の存在がTとτで一致す
ることを示している。
　第4章では，2つ目の問題意識のもとに理論が展開する。特に局所原始的モデルの存在のPへの局所化につい
て考察している。本章で著者は部分的局所的原始モデル（partia11y1oca11y　ato㎜ic㎜ode1）という概念を次のよう
に導入している＝λが！）に関してB上局所原始的であるとは，PAがP8上局所原始的となることである。
　この定義のもとに，本章での主結果は次の定理である。
　定理8．Tを可算言語の理論とする。Tが1）の申で安定で，さらに工（λ）で定義されるPの集合は常に五（PA）
で定義可能とする。このとき，1〕に関して局所原始的なモデルがP内の任意の可算集合上に存在する。
　また，この定理の系として次が得られることを示している1
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定理C．可算理論丁がP内で安定であるが，可算安定でないとする。このときP内に長さ渋1の一様集合を持
たないが全体の濃度は“になるTのモデルが存在する。
審査の結果の要旨
　部分の構造が全体にどの程度反映されるかという間題意識のもとに研究されている論文であり，証明されてい
る結果は興味深い。特に定理Aでは，深度（1）汐）まで一致することが示されているのは面白い。また手法も評
価できるものを含んでいる。例えば定理Bの証明で論理式を1列に並べておき順に操作するという手法はタイ
プの非除定理と同様の考え方ではあるが，この場合に使ったことが興味深い。ただし本論文の結果がこのままの
形でモデル理論の最重要の結果の一つになるとは考えにくい。実際著者自信も定理Bのあとに間題として書い
ているが，P内の集合が非可算の場合に定理Bが成立するか否かを決定することは今後の課題として残されてい
ると思う。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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